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涼やかな音色、夏の風物詩。
 土と火の里公園内に飾られた約500個の風鈴が皆さんの夏を彩ります。
 奏でられる涼やかな音色に癒されませんか。
 ７月２日㈰まで「風鈴まつり」を開催中です。
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

受
付
期
限
　
７
月
20
日
㈭（
必
着
）

③
理
学
療
法
士

選
考
日
　
８
月
５
日
㈯

定
員
　
３
人

受
付
期
限　
７
月
20
日
㈭（
必
着
）

④
言
語
聴
覚
士

選
考
日
　
８
月
５
日
㈯

定
員
　
３
人

受
付
期
限
　
７
月
20
日
㈭（
必
着
）

⑤
歯
科
衛
生
士

選
考
日
　
８
月
２
日
㈬

定
員
　
１
人

受
付
期
限
　
７
月
18
日
㈫（
必
着
）

⑥
事
務
職
員

選
考
日　
９
月
17
日
㈰（
１
次
試

験
）

定
員
　
３
人

受
付
期
限
　
８
月
10
日
㈭（
必
着
）

共
通
事
項

採
用
予
定
日
　
令
和
６
年
４
月
１
日

応
募
資
格
　
地
方
公
務
員
法
の
欠

格
条
項
に
該
当
せ
ず
、
①
〜
⑤
＝

資
格
免
許
を
持
つ
人
か
、
令
和
６

年
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験
で
取

得
見
込
み
の
人
で
、
平
成
６
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
⑥
＝

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

選
考
内
容
　
①
〜
⑤
＝
小
論
文
・

面
接
⑥
＝
大
学
卒
業
程
度
の
教
養

試
験
・
適
性
検
査

提
出
書
類
　
採
用
試
験
申
込
書
・

調
査
票
、
令
和
６
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人
は
卒
業
見
込
証
明
書
と

成
績
証
明
書
、
①
〜
⑤
＝
資
格
免

許
証
の
写
し
⑥
＝
卒
業
証
明
書（
卒

業
し
て
い
る
人
）

そ
の
他　
①
〜
⑤
＝
採
用
内
定
者

で
免
許
を
取
得
見
込
み
の
人
は
、

免
許
取
得
が
採
用
条
件

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受
付

期
限
ま
で
に
提
出
書
類（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）を
同
封
し
て
、
〒
375
‐
８

５
０
３
藤
岡
市
中
栗
須
８
１
３
‐

１
藤
岡
総
合
病
院
総
務
課（
☎
㉒

３
３
１
１
）へ

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
�
８
２
１
３

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
低
学
年
大
会

日
時
　
７
月
15
日
㈯
午
前
８
時

会
場
　
烏
川
緑
地
ス
ポ
ー
ツ
広
場

野
球
場

対
象
　
市
内
の
小
学
１
〜
３
年
生

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム（
チ
ー
ム

に
未
所
属
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
ス
ポ
ー
ツ
課

イ
ベ
ン
ト

少
年
の
主
張
藤
岡
市
大
会

　

中
学
生
が
日
常
生
活
の
中
で
感

じ
て
い
る
事
、
心
か
ら
の
思
い
や

考
え
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30
分

会
場
　
市
民
ホ
ー
ル

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

講
座
・
教
室

藤
岡
が
ん
市
民
講
座

　
「
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
分
か
り
や
す
く
講

演
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
大
腸
が

ん
に
つ
い
て
学
び
、
と
も
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
８
日
㈯
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

会
場
　
藤
岡
総
合
病
院

内
容
・
講
師
　
▽
大
腸
が
ん
っ
て

ど
ん
な
病
気
？
＝
高
橋
遼
さ
ん（
藤

岡
総
合
病
院
外
科
医
長
）▽
知
っ

て
お
き
た
い
大
腸
が
ん
の
食
事
の

こ
と
＝
成
瀬
智
美
さ
ん（
藤
岡
総

合
病
院
管
理
栄
養
士
）

定
員　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
７
月

５
日
㈬
ま
で
に
２
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

申
し
込
み
ま
た
は
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

に
電
話
で
藤
岡
総
合
病
院
緩
和
ケ

ア
セ
ン
タ
ー（
☎
㉒
３
３
１
１
）へ

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り
応
援
講
座

　
健
康
維
持
・
増
進
、
女
性
特
有

の
疾
病
の
視
点
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
ま
す
。

日
時
　
▽
第
１
回
＝
７
月
15
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
第
２
回
＝

７
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
小
野

内
容
　
▽
第
１
回
＝
食
事
・
運
動

か
ら
学
ぶ
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

法
▽
第
２
回
＝
女
性
特
有
の
が
ん

の
現
状
と
予
防
・
治
療
・
費
用
の

備
え
を
知
る

講
師
　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員
　
各
回
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月

26
日
㈪
午
前
９
時
〜
７
月
７
日
㈮

に
電
話
で
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

小
野（
☎
㉒
１
２
３
９
）へ

「
睡
眠
」と「
健
康
」の

知
恵
袋
講
座

　
良
い
睡
眠
を
取
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
や
睡
眠
の
悩
み
の
解
決
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
美

九
里

講
師
　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
講
座
の
前
後
に
血
管
年

齢
と
推
定
野
菜
摂
取
量
の
チ
ェ
ッ

ク
が
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月

22
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
美
九
里（
☎
㉒
１
３

３
４
）へ

健
康
講
座

「
楽
し
く
学
ぶ
！
認
知
症
予
防
」

　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
、
体
操

な
ど
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
す
。

日
時
　
６
月
29
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
45
分

会
場
　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
鬼
石

内
容
　
▽
認
知
症
の
理
解
▽
最
適

な「
Ｍ
Ｙ
ラ
イ
フ
＆
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
」を
考
え
よ
う

講
師
　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月

24
日
㈯
ま
で
に
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
鬼
石（
☎
�
３
８
８
１
）へ

募
集

藤
岡
総
合
病
院
職
員

①
薬
剤
師

選
考
日
　
７
月
25
日
㈫

定
員
　
２
人

受
付
期
限
　
７
月
10
日
㈪（
必
着
）

②
診
療
放
射
線
技
師

選
考
日
　
８
月
５
日
㈯

定
員
　
１
人

地域づくりセンターが担うこと

公民館を「地域づくりセンター」へ移行！

地域の皆さんの声を私たちに！

　４月１日から市内にある８つの公民館を
「地域づくりセンター」へ移行しました。
　地域の人と人とのつながりが薄くなってい
る今だからこそ、地域づくりセンターが、人が
集まる地域づくりの拠
点となり、地域住民と
一体となったさまざま
な活動を推進します。

▷地域の困り事や悩み事
などに関する行政窓口と
しての役割
▷地域課題の解決に取り
組み、自主的かつ主体的
な活動の推進をする「地
域づくり協議会」を設立
▷公民館で行われていた
講座や講演会などの学び
場としての機能は継続

地域の困り事は
私たちセンター職員まで

「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の施策を紹介します。

もっと知りたい！もっと知りたい！

藤岡市のこと 問い合わせ　秘書課（☎㊵2200）
地域づくり課（☎㊵2211）
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

健
康
福
祉

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

　

電
力
を
は
じ
め
、
食
料
品
な
ど

の
物
価
高
騰
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

負
担
の
増
加
を
踏
ま
え
、
特
に
影

響
が
大
き
い
人
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
を

対
象
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
　
令
和
５
年
６
月
１
日
時
点

で
世
帯
全
員
の
５
年
度
住
民
税（
均

等
割
）が
非
課
税
の
世
帯

給
付
額
　
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

申
請
　
▽
緊
急
支
援
給
付
金
の
支

給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
世
帯
＝

手
続
き
は
不
要
で
す
。
６
月
９
日

に
振
り
込
み
の
案
内
を
発
送
し
ま

し
た
。
緊
急
支
援
給
付
金
と
同
じ

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
▽
緊
急
支

援
給
付
金
を
代
理
人
が
受
給
し
た

世
帯
ま
た
は
受
給
し
て
い
な
い
世

帯
＝
市
か
ら
６
月
30
日
に
郵
送
さ

れ
る
確
認
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
10
月
31
日
㈫
ま
で
に
福
祉
課

へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
▽
５
年
１

月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
が
い

る
世
帯
ま
た
は
未
申
告
の
人
が
い

る
世
帯
＝
10
月
31
日
㈫
ま
で
に
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請
す

る
際
は
、
福
祉
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い

そ
の
他
　
市
や
公
的
機
関
か
ら
現

金
自
動
預
払
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
給
付

の
た
め
に
手
数
料
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課（
☎
㊵
２
２

９
７
）

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
日

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
う
ち
、

次
の
３
つ
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
11
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
・
対
象
　
①
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
を
１
ポ
イ
ン
ト
付
与
＝

「
Ｇ
―
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＋
」で
１
カ
月

24
万
歩
達
成
し
た
人
②
ゴ
ミ
袋
セ
ッ

ト
と
交
換
＝
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ

イ
ン
ト
を
５
ポ
イ
ン
ト
貯
め
た
人

③
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
さ
か

の
ぼ
り
付
与
＝
健
康
づ
く
り
課
が

担
当
す
る
対
象
の
検
診
を
受
け
た

時
に
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
な
か
っ
た
人

持
っ
て
く
る
物
　
▽
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
▽
１
カ
月
24

万
歩
達
成
し
た
こ
と
が
分
か
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
①
の
み
）▽
マ

イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象

と
な
る
検
診
の
検
診
結
果（
③
の

み
）

そ
の
他
　
▽
②
は
年
度
内
で
１
人

１
回
の
み
と
な
り
ま
す
▽
③
に
お

い
て
、
さ
か
の
ぼ
り
付
与
が
で
き

る
の
は
、
年
度
内
に
受
け
た
検
診

の
み
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

　
５
日
間
で
介
護
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
た
め
の
入
門
的
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

日
時
　
▽
８
月
３
日
㈭
・
４
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
８
日
㈫
・
10
日
㈭
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
▽
18
日
㈮
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

会
場
　
元
気
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
の
花

内
容
　
介
護
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
や
技
術
、
市
内
事
業
所
の
人

に
よ
る
介
護
現
場
の
話
、
介
護
の

仕
事
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど

※
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
後
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
す

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
、
介
護
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し

た
い
人

定
員
　
15
人（
先
着
順
、
介
護
未

経
験
者
優
先
、
最
少
実
施
人
数
５

人
）

参
加
料
　
無
料

持
っ
て
く
る
物
　
筆
記
用
具
・
タ

オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
・
昼
食
・
上
履

き（
サ
ン
ダ
ル
不
可
）

そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
受

講
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月

７
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課（
☎

㊵
２
２
９
４
）へ

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
料
補
助

　
新
た
な
介
護
人
材
の
発
掘
の
た

め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
に
係

る
受
講
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す
る
人

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
受
講

し
修
了
し
て
い
る
▽
他
の
助
成
金

（
求
職
者
支
援
を
含
む
）を
受
け

て
い
な
い
▽
研
修
修
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
市
内
の
事
業
所
で
介
護

な
ど
の
業
務
に
従
事
し
、
同
じ
事

業
所
で
３
カ
月
以
上
従
事
し
て
い

る
▽
住
所
を
有
す
る
市
区
町
村
の

課
す
市
区
町
村
税
に
滞
納
が
な
い

こ
と

補
助
金
額
　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
に
係
る
受
講
料
お
よ
び
教
材
費

を
合
わ
せ
た
額（
上
限
５
万
円
、

１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

申
請
　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内
に
、

補
助
条
件
を
満
た
し
た
時
点
で
、

介
護
保
険
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。申
請
に
必
要
な
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
介
護
保
険
課
窓
口
で
配
付
し

て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課（
☎

㊵
２
２
９
４
）

つ
ど
い
参
加
者
募
集

　
こ
こ
ろ
の
病
気
を
抱
え
た
人
や

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人
な
ど
が
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
た
り
、
人
と
関

わ
る
練
習
を
す
る
た
め
に
、
作
業

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
活
動
、
保
健
師
に
よ
る
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
〜

11
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

会
場
　
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ら
ら

内
容
　
創
作
活
動
・
園
芸
活
動
・

軽
作
業
・
お
茶
会
・
課
外
活
動（
花

見
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
初
詣
な
ど
）

な
ど

対
象
　
市
内
在
住
で
こ
こ
ろ
の
病

気
を
抱
え
て
い
る
人
、
ひ
き
こ
も

り
が
ち
な
人

参
加
料
　
無
料

※
材
料
費
・
食
事
代
な
ど
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す

持
っ
て
く
る
物
　
上
履
き

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉

課（
☎
㊵
２
３
８
４
、
メールhukushi2@

city.fujioka.gunm
a.jp

）

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
心
の
健
康
に
つ
い
て
悩
み
や
不

安
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
面
接
相
談
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
７
月
５
日
㈬
・
８
月
２
日

㈬
・
９
月
６
日
㈬
・
10
月
４
日
㈬
・

11
月
１
日
㈬
・
12
月
６
日
㈬
・
令

和
６
年
１
月
10
日
㈬
・
２
月
７
日

㈬
・
３
月
６
日
㈬
午
後
２
時

会
場
　
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所

そ
の
他
　
利
用
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
藤
岡

保
健
福
祉
事
務
所（
☎
㉒
１
４
２

０
）自

死
遺
族
相
談

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た

人
が
安
心
し
て
思
い
を
語
れ
る
自

死
遺
族
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
原
則
、
毎
月
第
１
木
曜
日

午
後
１
時
15
分

会
場
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

対
象
　
家
族
、
婚
約
者
、
親
し
い

友
人
な
ど
、
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
し
た
人

そ
の
他
　
▽
精
神
科
医
師
・
保
健

師
が
対
応
し
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
▽
利
用
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２

７
・
２
６
３
・
１
１
５
６
）

そ
の
他

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
　
７
月
４
日
㈫
〜
８
月

４
日
㈮

抽
せ
ん
日
　
８
月
18
日
㈮

当
せ
ん
金
　
▽
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
＝
最
高
７
億
円
▽
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
＝
最
高
３
０
０
０

万
円（
い
ず
れ
も
前
後
賞
含
む
）

用
水
路
に
気
を
付
け
て

　
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
時
期
に
な

る
と
、
用
水
路
の
水
か
さ
が
増
し

ま
す
。
用
水
路
に
は
ふ
た
が
な
い

の
で
転
落
事
故
に
十
分
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
水
路
端
の
草
む
ら

に
は
、
マ
ム
シ
な
ど
の
危
険
な
生

物
が
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近

く
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
た

ら
注
意
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
土
地
改
良
事
業

推
進
協
議
会（
農
政
課
内
☎
㊵
２

３
０
６
）

粗
大
ご
み
有
料
回
収

収
集
日
　
７
月
３
日
・
10
日
・
24

日
の
月
曜
日
の
午
後（
各
日
先
着

６
人
）

収
集
品
目
　
家
具
・
自
転
車
な
ど

収
集
制
限
　
各
家
庭
４
点
以
内

料
金
　
１
㎏
当
た
り
33
円（
消
費

税
込
み
）

そ
の
他
　
収
集
日
当
日
に
収
集
す

る
品
を
玄
関
先
に
出
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月

22
日
㈭
か
ら
電
話
で
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
８
３
０
５
）へ

肥
料
高
騰
対
策

　
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
肥
料
価
格
高
騰
分
に
対

し
て
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
減

ら
す
取
り
組
み
を
２
つ
以
上
行
う

農
業
者

対
象
肥
料
　
令
和
４
年
11
月
１
日
〜

５
年
５
月
31
日
に
注
文
・
購
入
し

た
、「
肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
」に
登
録
さ
れ
て
い

る
肥
料

補
助
内
容
　
肥
料
価
格
高
騰
分
の

８
割
分
の
金
額
を
補
助

※
国
か
ら
の
補
助
率
７
割
、
県
か

ら
の
補
助
率
１
割

申
請
　
６
月
20
日
㈫
〜
７
月
21
日

㈮
に
肥
料
を
購
入
し
た
農
業
協
同

組
合
や
肥
料
店
な
ど
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

※
農
業
協
同
組
合
や
肥
料
店
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
別
途
申
請
期
限
を

設
定
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
県
か
ら
の
補
助
に
つ
い

て
は
、予
算
に
上
限
が
あ
る
た
め
、

８
割
分
の
金
額
を
補
助
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
農
政
課（
☎
㊵
２

３
０
４
）
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健
康
づ
く
り
課（
☎
�
２
８
０
８
）

　
現
在
で
は
、
食
材
の
命
そ
の
も

の
に
向
け
た
言
葉
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
の
前
に

出
さ
れ
た
料
理
に
携
わ
っ
た
全
て

の
人
へ
感
謝
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
々
発
し
て
い
る
こ
の
言
葉

を
、
食
育
の
日
で
あ
る
毎
月
19
日

は
特
に
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

藤
岡
市
の
食
育
プ
ラ
ン

○
ふ
＝
ふ
る
さ
と
の
味
を
大
切
に

し
、「
地
産
地
消
」
を
推
進
し
よ
う

○
じ
＝
自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ

い
て
知
り
、
各
年
齢
期
に
応
じ
た

食
育
を
推
進
し
よ
う

○
お
＝
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

家
族
や
友
人
と
楽
し
く
食
べ
る「
共

食
」
を
推
進
し
よ
う

○
か
＝
偏
り
の
な
い
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
を
推
進
し
よ
う

○
し
＝
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
朝
ご

は
ん
。
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
を
推
進
し
よ
う

家
族
や
仲
間
と
の
共
食

　　
共
食
は
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形

成
や
、
適
切
な
量
と
質
の
摂
取
に

つ
な
が
り
、
食
卓
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
人
間
形
成
の
基
礎

と
な
り
、豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

誰
か
の
た
め
に
食
事
を
作
り
、
共

に
味
わ
う
こ
と
で
、
心
の
絆
が
生

ま
れ
、
子
ど
も
の
心
は
安
定
し
、

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
マ

ナ
ー
や
習
慣
・
文
化
を
身
に
付
け

る
の
も
、食
の
役
割
と
言
え
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
を
言
う

　
食
卓
に
料
理
が
並
び
、
私
た
ち

の
口
に
運
ば
れ
る
こ
と
は
当
た
り

前
で
は
な
く
、
目
に
見
え
な
い
人

た
ち
の
連
携
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
「
も

ら
う
」
の
謙
譲
語
の
「
い
た
だ
く
」

が
語
源
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
敬
意

を
表
す
言
葉
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
19
日
は
、「
食
育
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
６
月
は
「
食
育
月

間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
食

育
は
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
に
と
っ
て
必
要
で
す
。

　
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
る

　
私
た
ち
は
食
べ
る
こ
と
で
、
体

作
り
や
生
命
の
維
持
、
活
動
の
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
ま
す
。
食

べ
る
こ
と
は
、
生
き
る
た
め
の
基

本
的
な
営
み
で
す
。
近
年
で
は
、

単
に
食
べ
る
の
で
は
な
く
、「
考

え
て
食
べ
る
」
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
理
加
工
食
品
が

簡
単
に
手
に
入
る
現
代
は
、
栄
養

の
偏
り
や
不
規
則
な
食
事
に
陥
り

や
す
く
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
体
作
り
や
健
康
な
体
の
維
持
な

ど
の
た
め
に
、
主
食
・
主
菜
・
副

菜
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、
理
解

し
て
食
べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 毎

月
19
日
は
い
た
だ
き
ま
す
の
日

　
出
産
後
の
女
性
は
心
身
と
も
に

不
安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
い
き
ょ
う
だ
い
が
い
る

場
合
の
育
児
も
大
変
で
す
。
母
親

の
体
調
や
家
庭
の
状
況
な
ど
に
合

わ
せ
、
取
得
す
る
時
期
や
回
数
を

考
え
な
が
ら
、取
得
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど
の
場
合
、
最
長
で
２
歳
）
に

達
す
る
ま
で
、
申
し
出
に
よ
り
育

児
休
業
の
取
得
が
可
能
で
す
。
出

産
し
た
女
性
（
母
親
）
だ
け
で
な

く
、
男
性
（
父
親
）
も
育
児
休
業

を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
夫
婦

と
も
に
２
回
に
分
割
し
て
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
産
後
パ
パ
育
休
（
出
生
児
育

児
休
業
）」
は
、
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
直
後
の
時
期
に
、
柔
軟
に
育

児
休
業
が
取
得
で
き
る
よ
う
、
令

和
４
年
10
月
１
日
に
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
の
出
生
後
８
週
間

以
内
に
４
週
間
ま
で
、
２
回
に
分

割
し
て
取
得
で
き
、
こ
れ
ま
で
の

育
児
休
業
と
併
用
で
き
ま
す
。

　
３
年
度
の
取
得
率
は
女
性
が
85
・

１
％
、
男
性
が
13
・
97
％
で
し
た
。

男
性
の
取
得
率
は
上
昇
傾
向
で
は

あ
る
も
の
の
、
女
性
に
比
べ
て
低

い
水
準
で
す
。（
厚
生
労
働
省「
雇

用
均
等
基
本
調
査
」
よ
り
）

父
親
が
育
児
を
す
る

　

子
ど
も
は
日
々
成
長
し
ま
す
。

昨
日
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
今
日

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
に
気
付
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
成
長
を
間
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

　
積
極
的
に
子
育
て
を
し
た
い
と

い
う
男
性
の
希
望
を
実
現
す
る
こ

と
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
女
性

側
に
偏
り
が
ち
な
育
児
や
家
事
の

負
担
を
夫
婦
で
分
か
ち
合
う
と
と

も
に
、
女
性
の
出
産
意
欲
や
継
続

就
業
の
促
進
、
企
業
全
体
の
働
き

方
改
革
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
急
速
に
進
む
少
子
化
の

流
れ
か
ら
、
年
金
や
医
療
な
ど
の

社
会
保
障
制
度
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
、
安
心
し
て
産
み
育
て
る
た

め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

育
児
休
業
・
産
後
パ
パ
育
休
制
度

　　
男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児
を
両

立
で
き
る
よ
う
に
、
産
後
パ
パ
育

休
制
度
の
創
設
や
雇
用
環
境
整
備
、

個
別
周
知
・
意
向
確
認
の
措
置
の

義
務
化
な
ど
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
育
児
休
業
」
は
、
子
ど
も
が

原
則
１
歳
（
保
育
所
に
入
所
を
希

望
し
て
い
る
が
、
入
所
で
き
な
い

� 問い合わせ　生涯学習課（☎�6888）　
� 地域づくり課（☎�2211）

７月の休日当番医 診療時間は午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※当番医は変更になる場合があります。連絡の上、受診してください

日 医療機関 産婦人科 歯科

２日㈰ 光　　病　　院
本郷・☎�1234

飯田整形外科医院
篠 塚・ ☎ �5770

光 病 院
本 郷・ ☎ �1234

山 川 歯 科 医 院
鬼 石・ ☎ �5693

９日㈰ 鬼 石 病 院
鬼 石・ ☎ �3121

星 野 医 院
仲 町・ ☎ �0116

しののめクリニック
中栗須・☎�8851

大 竹 歯 科 医 院
６丁目・☎�0297

16日㈰ くすの木病院
旭町・☎�3111

しろやしき内科
芦田町・☎�8320

む ら か わ 歯 科
中栗須・☎�6480

17日㈷ 島田クリニック
中大塚・☎�0005

深 沢 内 科 医 院
上戸塚・☎�6555

栗原胃腸科外科医院
神 田・ ☎ �2299

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎�3311

森 歯 科 診 療 所
　森　・☎�2828

23日㈰ 篠 塚 病 院
篠 塚・ ☎ �9261

あいおいクリニック
芦田町・☎�8811

根岸産婦人科小児科医院
中栗須・☎�1111

石 川 歯 科 医 院
藤 岡・ ☎ �1100

30日㈰ 光　　病　　院
本郷・☎�1234

すぎやまメディカルクリニック
下大塚・☎⑳1666

光 病 院
本 郷・ ☎ �1234

魚 津 歯 科 医 院
上大塚・☎�0676

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します

～男女とも育児休業を取ることが当たり前の時代に～

休み方の例

夫婦が育児休業を交代できる
回数が増える＋ さらに

もう１回
出生時
退院時など
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作品に住所、氏名（ふりがな）、年齢（小・中学生の場合は学年）、
電話番号を明記し〒375-8601（住所不要）市役所秘書課広報広聴係
「文芸の里」応募係まで

日常生活に関する悩み事、困り事の相談を
無料で受けます。相談員は各分野の専門家
で、秘密は厳守します。

ったときの無料相談困
７月の日程
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相談 期日 時間 会場 申し込み 問い合わせ

法律相談
７日㈮
21日㈮
27日㈭

午後
１時～４時

市役所市民相談室
27日は地域づくり
センター鬼石

７日は６月27日㈫、
21日・27日は７月
11日㈫から

地域づくり課
（☎�2211）行政相談

12日㈬
19日㈬
20日㈭

午後
２時～４時

市役所市民相談室
20日は地域づくり
センター鬼石

当日会場へ

人権相談
14日㈮
20日㈭
28日㈮

午後
１時～３時

市役所市民相談室
20日は地域づくり
センター鬼石

当日会場へ

心配ごと相談 12日㈬
26日㈬

午後
１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ

市社会福祉協議会
（☎�5647）結婚相談 １日㈯

20日㈭
午後
１時～４時 総合学習センター北棟

印鑑とスナップ写真
（Ｌ版）を持って、
当日会場へ

青少年相談
月～金曜日 午前９時～

� 午後４時 青少年センター
（市教育庁舎内）

電話でも面接でも
受け付けます

青少年センター
（☎�4150）

土・日曜日 午後
１時～４時

教育相談 毎週
月・水・木曜日

午前９時～
� 午後４時

教育研究所
（市教育庁舎内）

電話でも面接でも
受け付けます

教育研究所
（☎�9801）

家庭児童相談 毎週
月～金曜日

午前９時～
� 午後４時 市保健センター 電話で子ども課へ 子ども課

（☎�2268）

納税

市県民税…１期

期日：６月30日

人口

男……………30,694人（-52）
女……………31,832人（-34）
計……………62,526人（-86）
世帯数……27,884世帯（-16）

令和５年６月１日現在
（）内は前月比

火災 救急 1,436件
（+197）

19件
（+5）

数字は令和５年１月からの累計（概数）です。

６月は土砂災害防止月間です！

火災・救急
令和５年５月31日現在

（）内は前年比

交通事故
令和５年５月31日現在

（）内は前年比

人身
事故

104件
（+17）

物損
事故

519件
（+45）

梅雨時の交通事故防止！
スピードを控え、十分な車間距離
早めのブレーキを心がけましょう

数字は令和５年１月からの累計（概数）です。
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